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日8. 「1937 ～ 1凶年東亜同文書院の旅行に関する分析」
葉続きまして、交通大学校史研究室のお若い










の活動は 45 年間続き、 5000 人余りの学生が参加、





















































図にありますように、 1937 年、第 34 期の学生
86 人がこの旅行に参加し、 28 のグループに分か
れました。この旅行記録は『嵐吹け吹けj という
題名でした。それから、 38 年、 35 期の学生 101
人がこの旅行活動に参加しました。 30 のグルー
プに分かれました。旅行記録の名前は f靖亜行j
でした。 1939 年、 36 期の学生 106 年が旅行に参
加し、 28 のグループに分かれました。旅行記録
の名前は f大旅行記J です。 1941 年、第 38 期の
学生 106 人が 31 のグループに分かれて行われま
した。旅行記録は f大陸遍路j です。 1942 年、
第 39 期の 142 人は 38 のグループに分かれて参加
しました。旅行記録は f大陸紀行j です。




ば 38 期生 106 人の学生は、それぞれが一つの調
査課題を抱えていました。地理、工業、商業、金
融、財政、省の政治、県の政治、家族、教育、生
活等々、 11 類 106 の項目に及んでいます。
39 期の学生は 38 の調査グループに分かれてい






































































































た例外ではなく、 1939 年 3 月、書院の小竹文夫




















第 40 期生の坂下雅章さんは、 1942 年にこの旅























































































は 15 時 20 分より実施いたしますので、よろしく
お願いいたします。どうもありがとうございまし
た。
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